
・・・・・・・・職員等 種別 単位 利用料金

物品の販売その他これに類する行為を行う場合 1日につき 290円

・・・・・・・・職員等以外 業として写真を撮影する場合 1日につき 460円

業として映画を撮影する場合 1日につき 10,880円

・・・・・・・・書類等の流れ 興業を行う場合 1日100㎡につき 270円

競技会、展示会、博覧会、集会その他これに類する 1日100㎡につき 270円

・・・・・・・・現金の流れ 催しを行う場合

（備考）

① ③
①

②

④ ③

④

⑤

⑦ ⑥

⑦

⑧

（現金出納簿、現金） の金額を突合する。（毎日）

⑩ ⑨ 　所長は現金を金庫に保管する（毎日）

⑩ 　所長は本部管理部職員へ

現金出納帳と現金を引き続ぐ（領収毎）

⑪ 　本部管理部職員は現金出納帳と

現金額を確認する。（領収毎）

⑫ 　本部管理部職員は、現金を指定口座へ

入金する。（領収毎）

に引き継ぐ。（毎月）

⑫現金を銀行口座へ入金（領収毎）

現金を所長に引き継ぐ。（毎日）

⑨現金を金庫に保管（毎日） 　所長は現金出納簿と現金

⑧現金出納簿と現金の突合（毎日）

⑪現金出納簿と通帳の入金額を確認（毎月）

本部管理部（職員）

　担当職員は現金出納簿と

　担当職員は利用者に領

収書を渡す。

担当（職員） 　担当職員は現金出納帳へ

⑤受付簿と現金の突合（毎日） 金額などを記載する。

⑥現金出納簿に記載（毎日） 　担当職員は現金の金額

と受付簿の内容を突合する。（毎日）

　担当職員は⑤で確認した

現金額を現金出納簿に記載。（毎日）

（現金出納簿、現金）

所長（職員）

利用者

フロー図 利用料金の種類と金額

載し、領収書を作成。

　担当職員が利用者から

申請書と現金を受取る。

担当職員は受付簿に記

（申請書、現金）

（受付簿、現金）

（領収書）
担当（職員）

②受付簿に記載し、領収書を作成

別紙１

料金徴収フロー図(例示)

利用料金の名称 行為の制限に係る利用料金 施設の名称 名護中央公園
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（３～５については、改善が必要です）

（３～５については、改善が必要です）

（７については、改善が必要です）

沖縄文化スポーツイノベーション株式会社

令和6年度対象年度名護中央公園

４週３日以下

３　所定休日
　所定休日をどのように定めていますか。
　
　休日は少なくとも毎週１日又は４週間を通じ４日を与え
なければなりません。（法第３５条）

週休2日制 週休１日制 その他

完全(毎週) 月３回 隔週 月１～２回 週１日 ４週４日

1 2 3 4 5 6 7

労働条件全
般について
口頭で明示
するととも
に、労働時
間、賃金等
に関する事
項について
は書面を交
付している

労働条件全
般について
口頭で明示
している
が、書面の
交付はして
いない

労働時間、
賃金等の労
働条件の一
部について
のみ口頭で
明示してい
る

労働契約締
結時には明
示していな
い

1

作成してい
ない

1 2 3

2 3 4 5

4 5

別紙５

労 働 条 件 等 自 主 点 検 表

施設名称

指定管理者名

２　就業規則
　就業規則（労働時間、休日、休憩、休暇、賃金の定め
方及び支払方法、退職（解雇の事由を含む。）等、労働
条件の具体的細目を定めた規則）を作成しています
か。また、就業規則の内容が実際の勤務の状況に合っ
ていますか。

　常時１０人以上の労働者(パートタイム労働者を含
む。）を使用する事業場では、就業規則を作成し、所轄
労働基準監督署長へ届け出なければなりません。（法
第８９条）
　また、常時各作業場の見やすい場所への掲示、備付
け、書面の交付又は電子機器の設置等により労働者に
周知させなければなりません。（法第１０６条）

常時使用す
る労働者は
10人未満で
ある。

常時使用する労働者が10人以上である

作成して監
督署に届け
出てあり、
内容も実情
に合ってい
る

作成して監
督署に届け
出てある
が、内容が
実情に合っ
ていない

作成してあ
るが、監督
署に届け出
ていない

　  ※　次の確認事項について、「指定管理者による確認結果」欄の該当する箇所に○又は必要事項の記載をお願いします。

確認事項 指定管理者による確認結果

１　労働条件の明示
　労働契約を締結するに当たり、労働時間、賃金、退職
（解雇の事由を含む。）、安全衛生等の労働条件を労働
者に対し明示していますか。この場合において、労働時
間、賃金等に関する事項について書面を交付していま
すか。

　労働契約の締結時には、パートタイム労働者を含む
すべての労働者に対し労働時間、賃金、退職（解雇の
事由を含む。）、安全衛生等の労働条件を明示しなけれ
ばなりません。特に、労働契約期間、有期労働契約を
更新する場合の基準、始業・終業の時刻、所定時間外
労働の有無等、約定賃金の決定、計算、支払の方法及
び賃金の締切り、支払の時期等、退職（解雇の事由を
含む。）については、書面を交付しなければなりません。
（労働基準法（以下「法」という　　　。）第１５条）

就業規則、
労働条件通
知書を交付
して労働条
件全般につ
いて明示し
ている



（２、３については改善が必要です）

※年次有給休暇の法定の付与日数表（週所定労働日数が５日以上、
　又は、週所定労働時間が30時間以上の労働者の場合。）

（２、３については、改善が必要です）

（２については、改善が必要です。）

【支払う賃金(A)と地域別最低賃金（B)の比較方法】

（時給制の場合）

（日給制、週給制、月給制の場合）

年によって行ったり
行わなかったり一定
しない

行ったことがない

1 2 3

４　年次有給休暇
　年次有給休暇についてはどのように取り扱っています
か。

　年次有給休暇は、６ヶ月間継続勤務し、全労働日の８
割以上を出勤した労働者については１０労働日、以降１
年ごとに付与日数を増加しなければなりません。（法第
３９条）
　
　

法定どおりの年次有給
休暇を与えている

年次有給休暇を与えて
いるが、付与日数が法
定を下回っている

年次有給休暇を与えて
いない

1 2 3

2.5 3.5 4.5 5.5 6.5以上

付与日数 10 11 12

６　最低賃金
　地域別最低賃金以上の賃金を支払っていますか。
　
　なお、地域別最低賃金には次の賃金は含まれませ
ん。
　　　①臨時に支払われる賃金（結婚手当等）
　　　②１月を超える期間ごとに支払われる賃金
         （賞与等）
　　　③所定外・休日・深夜の労働に対して支払われ
　　　　 る割増賃金
　　　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

支払っている 支払っていない

1 2

５　健康診断
　定期健康診断を実施していますか。

　常時使用する労働者については、年１回定期に健康
診断を行わなければなりません。（労働安全衛生規則
第４４条）
　なお、深夜業を含む業務等に常時従事する労働者に
対しては６月以内ごとに１回定期に健康診断を行わな
ければなりません。（労働安全衛生規則第４５条）

毎年１回以上定期的
に行っている

確認事項

14

勤続年数 0.5 1.5

16 18 20

指定管理者による確認結果

※なお、月30時間未満の労働者は比例付与することとされています。

日、週、月等

によって定め

られた賃金

当該期間における所定労

働時間数（日、週、月によっ

て所定労働時間が異なる

場合には、それぞれ１週間、

４週間、１年間の平均所定

労働時間数）

地域別

最低賃金

（時間額）÷ ≧

(A)

(B)

時間によって定

められた賃金

（時間給）

地域別

最低賃金

（時間額）≧

(A) (B)



時間外労働・深夜労働について

（２、３については改善が必要です。）

休日労働について

（２、３については改善が必要です。）

確認事項 指定管理者による確認結果

2 3

３割５分以上の割増
率にしている

３割５分未満の割増
率にしている

休日労働をさせてい
るが、支払っていな
い

1 2 3

７　割増賃金
　時間外労働・休日労働又は深夜労働を行わせた場合
に、その時間に対する割増賃金は、どのように支払って
いますか。

　法定労働時間を超える時間外労働については、２割５
分以上、法定休日における休日労働については３割５
分以上、深夜労働（午後10時から翌日午前５時の間の
労働をいいます。）については２割５分以上の割増賃金
を支払わなければなりません。（法第３７条）

※割増賃金の基礎となる賃金には、家族手当、通勤手
当、別居手当、子女教育手当、住宅手当、臨時に支払
われた賃金、一箇月を超える期間ごとに支払われる賃
金は算入しません。

２割５分以上の割増
率にしている

２割５分未満の割増
率にしている

時間外労働又は深夜
労働をさせている
が、支払っていない

1

８　雇用保険、健康保険及び厚生年金保険の加入
　当該指定管理施設で勤務する従業員は、雇用保険、
健康保険及び厚生年金保険に加入していますか。
　また、未加入者がいる場合は、その理由を記載してく
ださい。

※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣
社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、当該指
定管理施設において指定管理者と雇用契約を結ぶ指
定管理業務にもっぱら従事する従業員(令和○年３月末
における業務全体のうち、当該業務の割合が概ね50％
以上の従業員)となります。

加入数 未加入数 加入数 未加入数 加入数 未加入数
従業員数

雇用保険 健康保険 厚生年金保険

厚生年金保険 月額88,000円以下の労働のため。

未加入者がいる理由

雇用保険
週20時間未満の労働のため。
またはダブルワーク先で加入のため。

健康保険 月額88,000円以下の労働のため。

5 5 0 4 1 4 1

保険の名称



別紙６

対象年度

Ⅰ．　履行確認・評価

1．　維持管理業務 1

(1)　清掃
(2)　保守・点検
(3)　保安・警備
(4)　小規模修繕
(5)　備品購入
(6)　防犯・防災対策
(7)　料金徴収業務

2．　運営業務 3

(1)　利用実績
1)　利用者数等　（又は入居率等）
2)　施設稼働率
3)　教室・イベント等参加者数

(2)　運営企画
(3)　受付・接客
(4)　広報
(5)　情報管理

3．　自主事業 5

Ⅱ．　サービスの質の確認・評価 6

8

1．　事業収支
(1)　収入
(2)　支出

2．　経営分析指標

Ⅳ．　総合評価 11

1．　目標
2．　評価結果

附表　経営状況分析シート 12・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅲ．　財務状況の確認・評価

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【　目　次　】

・・・・・・・・・・・・・

指定管理者制度導入施設　モニタリングシート

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

施設名称 名護中央公園 令和６年度



別紙６－Ⅰ

所管課

Ⅰ．履行確認・評価

１．維持管理業務

(1) 清掃

指定管理者 委託業者

〇 〇

〇 〇

(2) 保守・点検

指定管理者 委託業者

〇 〇

(3) 保安・警備

指定管理者 委託業者

〇 〇

(4) 小規模修繕

指定管理者 委託業者

〇 〇

備品、遊具、家屋
を定期的な点検に
を実施することによ
り、必要性、危険性
を確認し実施する。

修繕費用を確認
しながら、優先順
位を決定し実行
する。

報告書により確
認。
仕様書に従い適
切に実施してい
る。

事業計画通りに
適切に実施して
いる。

適切に実施されている。
ポンプやトイレ排水関係の
故障が多くあったため、今
後定期的な調査を行い、
漏水や詰まりを改善してい
く。

日常的な公園の安
全管理として、事
件、事故を未然に
防止するため園内
警備を実施する。

警備会社と連携
しながら、日常不
審者や危険個所
の確認を実施す
る。

報告書により確
認。
仕様書に従い適
切に実施してい
る。

事業計画通りに
適切に実施して
いる。

夜間警備は不審者や車両
の停車確認を行い、安全
を確保している。

R6事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

公園施設で法令に
より保守点検が義
務づけられている
施設を各法令を厳
守し保安点検を実
施する。

年1回消防設備
保守点検業務実
施。
遊具保守点検業
務を実施し、是正
箇所については
改善している。

報告書により確
認。
仕様書に従い適
切に実施してい
る。

事業計画通りに
適切に実施して
いる。

消防設備点検に合わせて
職員による消防訓練を実
施し、防災意識を高めてい
る。今後広域での訓練も検
討したい。

R6事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

〈定期清掃〉

事務所内、屋内
施設、遊具等は
日常で行えない
箇所を計画的に
実施。
園内利用者の安
全性を高めてい
る。

報告書により確
認。
仕様書に従い適
切に実施してい
る。

事業計画通りに
適切に実施して
いる。

ビジターセンターは年2回
定期清掃を実施している。
階段のコケなど撤去を行
う。

R6事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

指定管理者制度導入施設　モニタリングシート

R6事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

〈日常清掃〉

園内施設、トイ
レ、東屋、園路含
め毎日の巡回及
び清掃を実施。
園路、広場でのゴ
ミや落ち葉などを
回収。

報告書により確
認。
仕様書に従い適
切に実施してい
る。

事業計画通りに
適切に実施して
いる。

週末など利用が多い場合
は定期巡回の回数を増や
しトイレットペーパーの補
充など行う

指定管理者

施設名称 対象年度 令和６年度名護中央公園

土木建築部
都市公園課

名護中央公園管理共同企業体
（構成員名：沖縄文化スポーツイノベーション株式会社、

名護自然動植物公園）
指定期間：令和2年4月～令和7年3月

1



別紙６－Ⅰ
(5) 備品購入

指定管理者 委託業者

〇

(6) 防犯・防災対策

指定管理者 委託業者

〇

(7)料金徴収業務

指定管理者 委託業者

〇

※必要に応じて項目を追加・削除して記入すること。

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

※「１．維持管理業務」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（令和７年度）の主な取組改善案を記入す
ること。

１．維持管理業務
取組改善案

園路の越境草木の剪定や近隣越境草木の確認を行い対応する

利用料金の徴収を
行う立場を正しく認
識し、安全、確実、
適正な処理を行う。

利用料金は適正
に管理し処理を
行う

報告書により確
認。
仕様書に従い適
切に実施してい
る。

事業計画通りに
適切に実施して
いる。

確実な処理を行い過不足
金は無い。課題だった釣
銭不足の時期を予測し補
充計画を行った。

危険を予知すると
いう視点で巡回を
行い、作業員も作
業周辺の異変や異
常を日々確認す
る。

日々の巡回にて
危険個所の確認
を行う。年1回防
災訓練を実施す
る。

報告書により確
認。
仕様書に従い適
切に実施してい
る。

事業計画通りに
適切に実施して
いる。

地域警察との情報交換を
今後実施し、危険個所の
把握を再度徹底して行っ
ていく。

R6事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

購入計画無し - - - -

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

R6事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）
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２．運営業務

(1) 利用実績

１) 利用者数等

前年比 計画比

93,820 106% 100%

1,045 74% 77%

94,865 106% 99.7%

Ｂ

[１) 入居率等]　※利用者数等で測れない施設は「１) 利用者数等」に代えて記載

前年比 計画比

入居率 - ###### ######

入居率等を①利用状況の評価項目とする場合に本欄を使用する。

２) 施設稼働率

前年比 計画比

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

施設稼働率を①利用状況の評価項目とする場合に本欄を使用する。

平均稼働率

- -

評価（①利用状況）

令和５年度実績
整合性の検証

整合性の検証
令和５年度実績

令和６年度事業計画
（目標値）

令和６年度実績
現状分析

・課題

評価（①利用状況）

土日祝日別
稼働率

利用者数

平日
稼働率

施設名

令和６年度事業計画
（目標値）

令和６年度実績
現状分析

・課題

利用者数

個人利用者数 100,000 99,892

定期的な利用者が
増えており、ウォー
キング利用も多い

団体利用者数 1,000 771

計 101,000

地域遠足が減少し
ているため、利用
促進の為案内強化
を行う。

100,663

評価（①利用状況）

令和５年度実績
令和６年度事業計画

（目標値）
令和６年度実績

整合性の検証 現状分析
・課題

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上 Ａ：100％以上、110％未満 Ｂ：80％以上、100％未満 Ｃ：80％未満

有料施設無し
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３) 教室・イベント等参加者実績 単位：人

前年比 計画比

教室 55 182% 100%

イベント 200 75% 75%

255 98% 83%

(2) 運営企画

(3) 受付・接客

指定管理者 委託業者

〇

(4) 広報

指定管理者 委託業者

〇

ホームページに
て進捗情報や公
園の行事を案内
している。
また、月に1回の
園内情報ニュー
スレターを発行。

報告書により確
認。
仕様書に従い適
切に実施してい
る。

ホームページ、ＳＮ
Ｓを活用し公園内
の行事や見どころ
を紹介している。

実施内容
整合性の検証

常に電話連絡が取
れるように、外線電
話を携帯電話に転
送する事により、利
用者への案内、問
合せに丁寧に対応
した。夜間は警備
委託にて警備員が
常駐し対応してい
る。

常に電話連絡が
取れるように、外
線電話を携帯電
話に転送する事
により、利用者へ
の案内、問合せ
に丁寧に対応し
た。夜間は警備
委託にて警備員
が常駐し対応し
ている。

報告書により確
認。
仕様書に従い適
切に実施してい
る。

事業計画通りに
適切に実施して
いる。

 現状分析・課題

災害や大規模修繕等による休園は無
く、全て開園できた。

 現状分析・課題

 現状分析・課題

整合性の検証
令和５年度実績

事業計画通りに
適切に実施して
いる。

ニュースレターを活用して園内の草木
の開花情報を案内している。SNSでは
スバコと連携してフォロワー数が伸び
ているため今後も継続していく。

〈開館日数〉 365

（事業報告書）

（事業報告書） （現地確認）
事業計画

実施内容
整合性の検証

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証

〈開館時間〉 9:00-21:00

（現地確認）

報告書及び現場視
察により確認。
仕様書に従い適切
に実施している。

事業計画通りに
適切に実施して
いる。

固定電話を転送し、巡回中にも代表
電話を取れるように工夫している。
利用案内などの説明は適切に実施出
来ている。

（事業報告書） （現地確認）
事業計画

実施主体
(該当者に○印)

内容
令和６年度事業計画

（目標値）
令和６年度実績

現状分析
・課題

250計 300

人気のプログラム
や新規計画も今後
は増やしていく

体験講座など 200 150

さくら祭りとの連携
イベントも計画して
いく

樹木観察 100 100

4
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(5) 情報管理

指定管理者 委託業者

○

３．自主事業

指定管理者 委託業者

〇

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

実施内容
整合性の検証

（事業報告書） （現地確認）

個人情報資料等の取り扱いや管理・
保管については徹底されている。イベ
ント毎に連絡用に得た個人情報は
シュッレッダーで毎回処理し廃棄して
いる。個人情報の範囲をどこまでする
のかが課題である。

 現状分析・課題事業計画

実施主体
(該当者に○印)

※「２．運営業務」「３．自主事業」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（令和７年度）の主な取組改善案を記入す
ること。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証

自然観察会 園の魅力である
自然環境を活か
した事業を計画

報告書により確認。
仕様書に従い適切
に実施している。

事業計画通りに
適切に実施して
いる。

計画した事業は実施したが、定員割
れもあった為、利用者案内を強化す
る。

（事業報告書） （現地確認）

２．運営業務
３．自主事業
取組改善案

トイレなどが老朽化により修繕が多くあった。
利用者増加傾向にある為、早期の修繕対応をおこなった。
各種イベント等の連携が今後課題となる

 現状分析・課題

個人情報の適法かつ
適正な取り扱いを保
護するために、個人
情報の重要性を認識
し、「沖縄県個人情報
保護条例」及び関連
法令等を遵守し、「個
人情報保護方針」を
作成し個人情報の保
護の安全管理を徹底
する

沖縄県個人情報
保護条例及びそ
の他法令を遵守
するとともに、個
人情報保護方針
のもと、個人情報
の保護に努め
た。

報告書により確
認。
仕様書に従い適
切に実施してい
る。

事業計画通りに
適切に実施して
いる。
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Ⅱ．サービスの質の確認・評価

回答者数 679 アンケート内容 別紙参照

令和５年度評価 令和６年度目標

〈満足度〉97.4％（※

1）

・満足76.9％
・やや満足20.5％
・やや不満2.6％
・不満0％

Ｓ

〈満足度〉98.3％（※

1）

・満足81.3％
・やや満足17.1％
・やや不満1.3％
・不満0.3％

Ｓ

〈満足度〉97.8％（※

1）

・満足78.9％
・やや満足18.9％
・やや不満1.9％
・不満0.3％

Ｓ

〈満足度〉96.5％（※

1）

・満足74.6％
・やや満足21.9％
・やや不満2.8％
・不満0.7％

Ｓ

〈満足度〉96.5％（※

1）

・満足74.6％
・やや満足21.9％
・やや不満2.8％
・不満0.7％

Ｓ

〈満足度〉96.5％（※

1）

・満足74.6％
・やや満足21.9％
・やや不満2.8％
・不満0.7％

Ｓ

評価
（②満足度）

Ｓ

地域と連携したイベント
を行うことで、利用者認
知度の拡大や公園活
用の新しい提案を考え
ていきたい

（要望への対応）
遠方からの利用者も
多いため、定期的な
開催を計画する
（自己評価）
季節に合わせた計
画とし、特に樹木観
察など人気

今後も園の魅力を最大
限発揮できるように、自
然観察を計画していく

〈満足〉97.7％（※
1）
・満足80.1％
・やや満足17.6％
・やや不満1.5％
・不満0.8％

アンケート実施方法 専用ポストへ投函

接客対応

施設・設備

〈満足〉97.6％（※
1）
・満足82.9％
・やや満足14.7％
・やや不満1.6％
・不満0.8％

指定管理者 現状分析・課題
第三者（利用者等）評価

令和６年度評価

〈改善要望〉
南口の草刈り希望

〈改善要望〉
特になし

〈改善要望〉
ゴミ箱がほしい

利用条件

教室・プログ
ラム

総合評価
（各評価項目の平

均）

〈満足〉98.2％（※
1）
・満足81.1％
・やや満足17.1％
・やや不満1.6％
・不満0.1％

〈満足〉94.4％（※
1）
・満足76.1％
・やや満足18.3％
・やや不満5.1％
・不満0.5％

〈満足〉94.4％（※
1）
・満足76.1％
・やや満足18.3％
・やや不満5.1％
・不満0.5％

〈満足〉97.7％（※
1）
・満足80.1％
・やや満足17.6％
・やや不満1.5％
・不満0.8％

自主事業

維
持
管
理
業
務

施設・設備管
理

評価項目

運
営
業
務

（要望への対応）
指摘箇所は早期に
対応を実施

（自己評価）
定期的な巡回により
優先順位を決めて
対応

利用者の多い箇所は早
期に対応を行う。
特に夏場などは全体の
伸びが早いため計画的
に対応していきたい

（要望への対応）
好評かをいただく事
が多い。
（自己評価）
職員の接遇研修等
取り入れていきたい

電話対応や対面対応
での苦言はないが、
しっかりと接遇研修を実
施し利用者満足度を高
めたい。

（要望への対応）
希望箇所について
は設置を検討する
（自己評価）
ゴミの持ち帰りを強
化し不法投棄をなく
したい

定期的な巡回によりゴミ
回収を実施。
特にひどい箇所は案内
掲示を行う

（要望への対応）
混雑時の駐車場案
内など徹底している
（自己評価）
利用条件について
は高い満足度があ
り、丁寧な対応を継
続する

（自己評価）
満足度は昨年度より
も増加した
しっかりとキープして
いきたい

障がい者の利用者が楽
しめるように計画が必要

〈満足〉94.4％（※
1）
・満足76.1％
・やや満足18.3％
・やや不満5.1％
・不満0.5％

〈満足度〉90％（※6）

写真撮影など利用が増
加傾向にある為、利用
者の安全対策、案内を
強化したい

（要望への対応）
単体での主催は厳
しい為、地域連携を
計画
（自己評価）
広場やビジターセン
ターの活用を計画
する

〈満足度〉98.3％（※

1）

・満足81.3％
・やや満足17.1％
・やや不満1.3％
・不満0.3％

〈満足度〉90％（※7）

〈改善要望〉
特になし

〈改善要望〉
音楽イベントなど

〈改善要望〉
特になし

〈満足度〉90％（※1）

〈満足度〉90％（※2）

〈満足度〉90％（※3）

〈満足度〉90％（※4）

〈満足度〉90％（※5）
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※「Ⅱ．サービスの質の確認・評価」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（令和７年度）の主な取組改善案を記入すること。

※満足度とは、指定管理者が提供するサービスに対する利用者の満足度のこと
をいうものとし、回答選択肢のうち、中位を超える割合により算定するものとする。

※評価項目については、施設の態様に応じて適宜設定すること。
※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

Ⅱ．サービスの質
の確認・評価
取組改善案

サービス品質を落とさないように常に利用者目線で運営を実施していく。
老朽化施設は定期的な修繕で対応する。自主事業では地域との連携を行い、新たな利用者を呼び込む。
障がい者対応が不十分な箇所もあるので、有識者と相談し対応していく

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満
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Ⅲ．財務状況の確認・評価

１．　　収支 令和５年度実績
令和６年度事業計

画
令和６年度実績

(1) 収入 94,865 101,000 100,663 0

前年比 計画比

（％） （％）

0 0 #DIV/0! #DIV/0!

50,890 41,400 81% #DIV/0!

0 0 #DIV/0! #DIV/0!

50,890 1,290 3% #DIV/0!

0 40,110 #DIV/0! #DIV/0!

0 0 #DIV/0! #DIV/0!

0 0 #DIV/0! #DIV/0!

50,890 150,000 41,400 81% 28%

25,800,000 26,000,000 26,000,000 101% 100%

1,190,798 2,050,000 1,311,722 110% 64%
R5設置台数：16台
R6設置台数：16台

88,500 120,000 120,250 136% 100%

0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

27,130,188 28,320,000 27,473,372 101% 97%

令和６年度実績 特記事項

有料施設利用料

利用者数

行為の許可

　物品販売

　写真撮影

　その他催し

　映画撮影

　興行

自動販売機収入

不可抗力・大規模修繕等（特殊要因）

自主事業収入
※指定管理料から捻出した取組と自動
販売機収入は含めない

その他収入

　施設閉鎖による収入減など(マイナス計上分)

　施設修繕費用県補填など(プラス計上分)

令和５年度実績

利用料
金収入

計

指定管理料
（上乗せ分を含まない各年度当初金額）

合計（Ａ）
※不可抗力・大規模修繕等を除く

〈現状分析・課題〉

収入項目

収入では計画に対し93％　自動販売機収入で64％とした。利用者増加を目指し自動販売機収入を増加させたい

令和６年度事業計
画（当初）
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(2) 支出

前年比 計画比

（％） （％）

11,092,714 15,524,400 10,817,481 98% 70%

1,200,000 0% #DIV/0!

9,017,186 9,943,807 110% #DIV/0!

26,988 0 0% #DIV/0!

818,714 830,544 101% #DIV/0!

0 0 #DIV/0! #DIV/0!

29,826 43,130 145% #DIV/0!

13,584,187 12,870,000 14,161,723 104% 110%

0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

0 0 #DIV/0! #DIV/0!

0 0 #DIV/0! #DIV/0!

7,384,515 5,270,000 7,747,474 105% 147%

0 120,000 0 #DIV/0! 0%

544,253 450,000 557,794 102% 124%

1,160,636 700,000 1,088,150 94% 155%

0 200,000 0 #DIV/0! 0%

5,679,626 3,800,000 6,101,530 107% 161%

174,413 800,000 292,459 168% 37%

103,841 50,000 105,510 102% 211%

0 450,000 112,800 #DIV/0! 25%

2,212 50,000 40,459 1829% 81%

0 150,000 0 #DIV/0! 0%

68,360 100,000 33,690 49% 34%

4,746,640 5,100,000 4,727,800 100% 93%

232,320 300,000 361,490 156% 120%

0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

0 300,000 0 #DIV/0! 0%

1,046,299 1,100,000 1,032,500 99% 94%

0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

1,802,156 900,000 2,130,515 118% 237%

4,780,000 0 0 0% #DIV/0!

26,479,057 29,294,400 27,109,719 102% 93%

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

　報償費

　　県内旅費

　　食料費（会議費）

　　消耗品費

　　県外旅費

　旅費

　需用費

　　燃料費

　　印刷製本費

　　光熱水費

　備品購入費

　負担金

　公租公課

施設修繕費
※不可抗力・大規模修繕等を除く

不可抗力・大規模修繕等（特殊要因）

　その他支出

支出項目
令和６年度事業計

画（当初）
令和６年度実績 特記事項

　　通信運搬費

　　広告料

　　手数料

　　施設賠償責任保険料等

　　自動車損害保険料

　委託料（金額上位３項目＋その他まと
め）

　使用料及び賃借料

合計（Ｂ）※不可抗力・大規模修繕等を
除く

〈現状分析・課題〉

計画比93％とした。修繕費用で計画比237％と特にトイレ修繕を必要とした。
水道光熱費も前年に対し107％と増加傾向にある為、必要支出を見直し収益率を高めたい

　役務費

令和５年度実績

人件費

　賃金

運営経費

　役員報酬

　給与

　手当等

　法定福利費（社会保険料等）

　退職手当引当金

　その他
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別紙６－Ⅲ

２．経営分析指標

前年比 計画比

（％） （％）

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

※「Ⅲ．財務状況の確認・評価」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（令和７年度）の主な取組改善案を記入すること。

【経営分析指標の評価の考え方】

-37%

（利用料金収入／収入(Ａ)）

（事業収支(Ｃ)／収入合計(Ａ)）
55% -38%

28%
利用料金比率

0.2% 0.2%

外部委託費比率 外部委託費合計／支出

利用者あたり管理コスト 支出／利用者数

利用者あたり自治体負
担コスト

指定管理料／利用者数

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※増減がある場合には、外部委託の範囲が仕様書等に定める適切な範囲内となっている
か、外部委託の活用が業務の効率化に繋がっているか確認する。

利用者１人に対する管理コストについて、過年度実績や類似施設と比較することにより、当該
施設の効率性を確認する。（コストが抑えられていても利用者が減少していないか、あるいは
利用者は増加しているがコストがかかり過ぎていないかなど）
※変動がある場合には、その要因を整理すること。
※過年度に対し上昇している場合、現状の利用者数に対して支出が過大になっていないか
確認する。また、過年度に対し減少している場合、現状の利用者数に対し、必要な変動費が
十分に充てられているか確認する。

利用者１人に対する県の財政負担を確認する。
過年度実績や類似施設との比較により、当該施設の効率性を確認する。

事業収支 収入－支出

利用料金比率 利用料金収入／収入

人件費比率 人件費／支出

事業収支がマイナスの場合、継続性の面で課題となるため、県、指定管理者で協力して黒
字化のための方策を協議する必要がある。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。

指定管理者の主な収入源がどこにあり、それが安定したものであるのかを確認する。
※過年度実績に対し増減がある場合には、利用料金そのものの増減によるものか、自主事
業等その他収入の増減によるものかなど、その要因を整理すること。

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※変動がある場合には、人件費そのものの増減によるものか、その他支出項目の増減による
ものか、その要因を整理すること。
※人件費の減少がある場合には、それにより効率が低下していないかを確認する。また、人
件費の増加がある場合には、求められる管理水準に対し必要な措置か確認すること。

収益率 事業収支／収入

計画、過年度実績、類似施設と比較して、安定したものとなっているか、適切な範囲内となっ
ているか確認する。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。
※計画等に対し上昇している場合、必要な変動費が十分に充てられているか確認すること。
また、計画等に対し減少している場合、当初の収支見込が適切であったか精査すること。

利用者あたり自治体負担コスト
272.0 258.3 95%

（指定管理料／利用者数）

〈現状分析・課題〉

事業計画に対し支出コントロールを行い、利益の増加を達成できた。今後、光熱費や燃料費高騰もあるので、収入を増やす取り組みを強化しながら、引き
続き適切な支出管理を行い、利益の確保を図る。

評価指標 計算方法

100%

Ⅲ．財務状況の確認・評価
取組改善案

利用者が増加傾向にあり、自動販売機や自主事業での収入が確保出来ている。
光熱費や原材料が高騰しているのと、修繕費用が増加傾向にあるので、支出コントロールをこころがけたい

257.4

評価の考え方

Ａ評価（③財務状況）

外部委託費比率
17.9% 17.4% 97%

（外部委託費合計／支出(Ｂ)）

利用者あたり管理コスト
279.1 269.3 96%

（支出(Ｂ)／利用者数）

100%

93%

17.4%

290.0

人件費比率
41.9% 39.9% 95%

（人件費／支出(Ｂ)）
75%

評価指標
令和６年度事業計

画（当初）
令和６年度実績 特記事項

事業収支（Ｃ）
651,131 363,653 56%

（収入(Ａ)－支出(Ｂ)）
-974,400

0.5%

53.0%

収益率
2.4% -3.4% 1.3%

80%

令和５年度実績

【評価基準（③財務状況）】

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満
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別紙６－Ⅳ
Ⅳ．総合評価
１．目標

評価指標 令和９年度

①利用状況 利用者数 120,000人

②満足度 満足度 95％以上

財
務
指
標

③財務状況 収益率 0％以上

２．評価結果

前年比 計画比

①利用状況 利用者数 94,865人 120,000 100,663人 106% 84%

前年に対し増加。平日
利用が増加要因として
いる B

（0）
120,000

②満足度 満足度 97.7% 95.0% 98.3% 101% 103%

アンケートの評価が高
い。コメントも管理に対す
る良いコメント多数。継
続していく。

S
（20）

95.0%

財
務
指
標

③財務状況 収益率 4.8% 5% 1.3% 27% 26%

安定した収益が出せて
いるので、今後利用者
向けのサービス提案も検
討していく。

Ａ
（5）

5%

Ａ
（35）

※重点取組事項の「評価指標」には具体的な取組内容を記載すること。
※「総合評価欄」には、モニタリングの実施結果に基づき、施設の管理運営が適正に行われているか所見を記載すること。
※「現状分析・課題」、「取組改善案」は６－Ⅰ～Ⅲから転記する。
※「令和５年度目標値」は、「取組改善案」を踏まえ、現年度の目標を可能な限り数値目標として設定する。

136%

イベント毎で利用者増加
させるのと、地域遠足利
用を促進していく。

S
（10）

総合評価

満足度が高いが、利用者が低迷している。今後目標120,000人を目指しイベント連携や地域連携を行っ
ていく。
財務状況も5％を目指し適正な運営に努めたい

活
動
指
標

④重点取組事項 アンケート回収数 657 500

認知度拡大と目的型になる
ように計画を行う。

120,000

0％以上

120,000人

95％以上

0％以上

水道光熱費や原材料高騰
が続いているが、費用経費
の見直しなどで収支安定を
目指す。

0％以上

取組改善案

120,000人

95％以上

平日の利用者増加の為、
園内の開花情報をホーム
ページなどで掲載し促進し
ていく。

現状の満足度を維持する
為、施設の整備や清掃を
行い利用者満足度を高め
る。

水道光熱費や原材料高
騰が続いているが、費用
経費の見直しなどで収支
安定を目指す。

679 103%

評価項目 目標設定の考え方

イベントや日常利用を促
進し利用者増加と安定を
目指す。

アンケート回収数やコメ
ント評価が良いので継続
していき、要望は丁寧に
応えて行きたい。

成
果
指
標

令和７年度 令和８年度

120,000人

95％以上

令和10年度

評価項目

成
果
指
標

令和７年
度

目標値

評価
（点数）

令和６年度
実績

評価指標
令和６年度
事業計画
（目標値）

令和５年度実績 現状分析・課題

【評価基準】

①利用状況

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

②満足度

総合評価における満足度（各評価項目の平均値）

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

③財務状況

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

④重点取組事項

目標に対する評価

Ｓ：目標を大きく上回る

Ａ：目標を概ね達成

Ｂ：目標を下回る

【各評価項目点数】

【総合評価基準】

① ② ③ ④

利用状況 満足度 財務状況
重点

取組事項

Ｓ 20 20 － 10

Ａ 10 10 5 5

Ｂ 0 0 0 0

Ｃ -10 -10 -5 -5

Ｓ 40点以上
かつ各評価項目において

Ｃ評価がないこと

Ａ 25点以上

Ｂ 10点以上

Ｃ 5点以下

総合評価基準
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